
３月 定例議会の審議結果
　3月定例議会では、平成28年度の予算のほか、補正予算や条例の改正などについても慎重に
審議しました。ここでは主なものを紹介します。

　
数
々
の
不
手
際
や
法
や
条

例
に
抵
触
し
、
侮
辱
、
愚
弄

し
混
乱
を
招
い
た
り
、
不
適

当
発
言
や
行
動
が
町
議
会
に

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
な
ど

の
理
由
で
、
西
山
副
議
長
に

７
名
の
提
出
者
か
ら
不
信
任

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

発
議

人
事
案
件

条
例
改
正

協
約
締
結

　
委
員
会
に
お
い
て
、
許

可
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
発
言
を
続
け
、

退
場
処
分
と
な
っ
た
こ
と

は
不
信
任
に
値
す
る
。

住
吉 

秀
公
　
議
員

賛
成
討
論

　

副
議
長
は
何
ら
無
責
任

な
行
動
は
取
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
不
信
任
と
な
る
程

の
条
例
や
規
則
違
反
も
し

て
い
な
い
。

大
江 

康
子
　
議
員

反
対
討
論

　
協
約
の
締
結
に
よ
り
、

病
児
・
病
後
時
保
育
な
ど
、

町
単
独
で
は
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
が
利

用
可
能
と
な
り
、住
民
福

祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

住
吉 

秀
公
　
議
員

賛
成
討
論

　

今
回
の
協
約
は
、
道
州

制
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
狙

い
が
あ
る
。
ま
た
、
国
や

県
が
財
政
の
削
減
の
た
め

に
進
め
る
も
の
で
、
町
に

と
っ
て
利
益
は
な
い
。

岡
田 

良
訓
　
議
員

反
対
討
論

　
議
会
は
一
致
団
結
し
て

新
し
い
町
長
を
盛
り
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
。
不
信
任

案
を
毎
回
出
す
こ
と
は
、

議
会
の
混
乱
を
招
く
。

多
田 

雄
一
　
議
員

反
対
討
論

副
議
長
不
信
任

　
　
　
　
　を
可
決

　
予
算
を
継
続
的
に
審
議
す

る
た
め
、
常
任
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

議
会
の
監
視
機
能
が
強
化
さ

れ
ま
す
。（
７
〜
９
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
。）

新
た
な

常
任
委
員
会
を
設
置

　
昨
年
12
月
議
会
以
降
も
不

適
切
な
判
断
を
繰
り
返
し
、

議
会
の
混
乱
を
招
い
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、
久
留
島
議

長
に
７
名
の
提
出
者
か
ら
不

信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
長
不
信
任
を
可
決

　
平
成
25
年
４
月
に
施
行
し

た
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

条
例
の
目
的
が
達
成
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
時

期
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
一
般
選
挙
後
、

　
　
　
　
　
　
　  

速
や
か
に

　
必
要
に
応
じ
て
　
　
　

議
会
基
本
条
例

教
育
委
員
の  

　

任
命
に
同
意

副
町
長
の
選
任

教
育
長
の
任
命
に

　
公
共
事
業
に
お
け
る
建
築

設
備
工
事
の
分
離
発
注
制
度

は
、電
気
工
事
業
に
携
わ
る
者

に
専
門
工
事
業
者
と
し
て
の

誇
り
と
自
覚
を
与
え
、技
術
の

向
上
、優
良
な
地
元
業
者
の
育

成
と
企
業
経
営
の
健
全
な
発

展
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
大

き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。電

気
設
備
に
係
る
公
共
工
事
の

入
札
に
当
た
っ
て
は
、分
離
発

注
の
継
続
な
ど
、特
段
の
配
慮

が
な
さ
れ
る
よ
う
決
議
す
る
。

電
気
設
備
工
事
の
分
離
発
注
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　決
議
案
を
可
決

　
脳
し
ん
と
う
は
、
軽
度
の

外
傷
性
脳
損
傷
で
あ
り
、
重

篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
場

合
も
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、

教
育
機
関
で
の
周
知
徹
底
と

対
策
、
専
門
医
に
よ
る
診
断

と
適
切
な
検
査
の
実
施
、
周

知
・
啓
発
・
予
防
措
置
の
推
進

と
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、

適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
　
　

脳
し
ん
と
う
の
周
知
と

　

予
防
及
び
そ
の
危
険
性
や

予
後
の
相
談
可
能
な
窓
口

な
ど
の
設
置
を
求
め
る

意
見
書
案
を
可
決

広
島
市
と
海
田
町
と
の

連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

　に
係
る
連
携
協
約
を

可
決

　
自
治
体
が
発
注
す
る
公
共

工
事
や
委
託
事
業
に
お
い
て
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
激
化
し
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
労
働
者
の

賃
金
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
町
が
発
注
す
る
公

共
工
事
や
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
適
切
と
考
え
る
賃
金
・
報

酬
が
労
働
者
に
確
実
に
支
払

わ
れ
る
よ
う
、
公
契
約
条
例

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
行

う
よ
う
強
く
求
め
る
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に

　

よ
る
適
正
賃
金
・
労
働
条

件
の
確
保
と
地
域
経
済
の

振
興
を
求
め
る
決
議
案
を

可
決

内 

容

内 

容

内 

容

一致団結しよう

広域都市圏です

改
正
前

改
正
後

委
員
長

副
委
員
長

同 意

　
平
成
28
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
三
宅
信
行
副
町
長
及

び
中
村
弘
市
教
育
長
が
辞
職

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た

な
副
町
長
の
選
任
・
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

み
　
や
け 

の
ぶ  

ゆ
き

な
か 

む
ら  

こ
う  

い
ち

　
昭
和
57
年
に
広
島
県
に

採
用
さ
れ
、
福
山
土
木
建

築
事
務
所
を
振
り
出
し
に
、

議
会
事
務
局
秘
書
課
長
、

総
務
局
地
方
分
権
推
進
課

長
な
ど
を
歴
任
。

　
広
島
市
西
区
在
住
。

副
町
長
紹
介

胡家 亮一さん（56歳）

略 

歴

え   びす  りょういち

　
昭
和
59
年
４
月
か
ら
佐

伯
郡
沖
美
町
立
沖
中
学
校

教
諭
を
振
り
出
し
に
、
広

島
県
西
部
教
育
事
務
所
副

所
長
、
尾
道
市
立
土
堂
小

学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

　
広
島
市
中
区
在
住
。

教
育
長
紹
介

田坂 裕一さん（55歳）

略 

歴

た   さか     ゆういち

 宮坂 二郎  住吉 秀公

予
算
委
員
会

みやさか  じ  ろう すみよし　ひでまさ

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育

委
員
会
委
員
に
米
丸
禎
宏
さ

ん
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
広
島
市
都
心
部
か
ら
60
㎞

圏
内
の
23
市
町
が
都
市
連
盟

と
も
言
う
べ
き
信
頼
関
係
を

つ
く
り
、
地
域
の
資
源
を
共

有
し
、
活
か
し
て
施
策
展
開

を
図
る
こ
と
で
、
経
済
を
活

性
化
し
、
圏
域
人
口「
２
０
０

万
人
広
島
都
市
圏
構
想
」の
実

現
を
図
る
た
め
の
連
携
協
約

の
締
結
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

よ
ね  

ま
る  

よ
し  

ひ
ろ

島根県

山口県

広島県
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